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2023 年３月期通期連結業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向等を踏まえ、2022 年 12 月 16 日に公表いたしました 2023 年 3 月期（2022 年４月１

日～2023 年３月 31 日）の通期連結業績予想及び配当予想を次のとおり修正いたしましたのでお知らせ

いたします。 

記 

 

１．2023年３月期通期連結業績予想数値の修正（2022年４月１日～2023年３月31日） 

（単位：百万円） 

  売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 ( A ) 340,000 6,300 8,000 3,000 50 円 02 銭 

今 回 修 正 ( B ) 340,000 7,800    9,500 4,800 80 円 04 銭 

増 減 額 ( B ) － ( A ) － 1,500   1,500 1,800 － 

増 減 率 ( % ) － 23.8 18.8 60.0 － 

(ご参考)(注) 

前 期 実 績 

（ 2 0 2 2 年 ３ 月 期 ） 

250,033 819 2,921 1,907 31 円 26 銭 

(注)2023年３月期第３四半期連結会計期間において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、2022年３月

期実績については、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。 

 

修正の理由 

当社のコア事業の一つである電力事業においては、厳しい電力需給へ対応が急務となり、電力調達に

おいて発電事業者との相対契約を進め、長期化する電力卸売市場の価格高騰の影響を低減すると共に、



電力需給バランスを調整する仕組みである「デマンドレスポンスサービス」をお客様向けに推進してお

ります。それらの取り組みが売上原価の大幅な低減に寄与し、2023 年３月期通期連結業績について前回

の予想を上回る見込みとなったため、業績予想を修正することといたしました。 

 

２．配当予想の修正について 

 1 株当たり配当金（円） 

第 2 四半期末 期末 合計 

前 回 予 想 

（ 2 0 2 2 年 1 1 月 8 日公表） 
 

27 円 

(普通配当 25 円) 

(記念配当 2 円) 

27 円 

今 回 修 正 予 想  

32 円 

(普通配当 30 円) 

(記念配当 2 円) 

32 円 

当 期 実 績  

 

 

 

 

前 期 実 績 

（ 2 0 2 2 年 3 月 期 ） 
 

 

25 円 

 

25 円 

 

修正の理由 

当社グループは、従来より株主の皆様に対して長期的な視点に立って、事業収益の拡大と財務体質の

強化を通じた持続的な企業価値の向上を図り、安定配当の継続による株主の皆様への利益還元を充実し

ていくことを重視しております。 

上記の通り、通期連結業績予想を上方修正いたしましたことや直近の財務状況等を総合的に勘案した

結果、2023 年 3 月期の配当予想を前回予想時の 27 円から 32 円に修正することといたしました。 

 

以上 


